
東京に観光名所は数あれど
あまり知られていない
穴場スポットは数多く存在します。
そんな「都内の名処」を、隔月で
シニアライフ・コンシェルジュ
藤野政史がご案内します。
今月は、JR東京駅より徒歩8分
銀座線三越前駅より徒歩2分と
アクセス良好な「貨幣博物館」に
出掛けてみましょう。

※次回の「都内の名処」は1月号に掲載予定です。

　　  藤
ふ じ

野
の

政
ま さ

史
ふ み

グローバルライフ株式会社
代表取締役
シニアライフ・コンシェルジュ
シニア世代の皆さまが楽しく、
笑顔で、遊び、学ぶ、集う会

「グローバルライフクラブ」を運営。
「都内の名処」を募集中！

0120-70-0202
グローバルライフクラブ

貨 幣 博 物 館
近代通貨制度150周年
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大きな貨幣と撮影ができる来場者に人気の記念撮影スポット。

写真提供　
日本銀行金融研究所
貨幣博物館

「天正大判以降の全種類の大判を常設で展示しているのは珍しいです」と関口さん。
大判は普段使いではなく贈答などに用いられた。

偽札を防ぐための工夫は江戸時代から行われていた。
当時、通貨を偽造した者は死刑になるほどの重罪だった。

製
造
の
作
業
風
景
を
描
い
た
古
い
絵
巻

に
登
場
す
る
人
々
の
姿
が
イ
ラ
ス
ト
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。「
貨
幣
博
物
館
と
聞

く
と
少
し
お
堅
い
印
象
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
お
金
の
歴
史

に
親
し
み
や
す
い
展
示
と
な
る
よ
う
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
」と
関
口
さ
ん
。

　

展
示
室
に
入
る
と
、
古
代
・
中
世
・

近
世
・
近
代
に
分
け
て
、
各
時
代
の
貨

幣
や
関
連
資
料
が
並
ん
で
い
ま
す
。
豊

臣
秀
吉
が
つ
く
ら
せ
た
「
天て

ん
し
ょ
う
お
お
ば
ん

正
大
判
」

な
ど
大
判
・
小
判
が
並
ん
で
い
る
様
は
、

何
と
も
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
で
す
。
見
学

に
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
当
時

の
お
金
を
現
代
の
価
値
に
換
算
す
る
と

い
く
ら
に
な
る
の
か
と
い
う
現
実
的
な

質
問
が
多
い
そ
う
で
す
が
、「
ま
っ
た

く
違
う
時
代
の
価
値
を
貨
幣
で
換
算
す

る
の
は
難
し
い
で
す
。
そ
こ
で
当
時
の

モ
ノ
の
値
段
と
比
較
し
て
、
目
安
に
な

る
価
値
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と

伝
え
て
い
る
の
だ
と
か
。

渋
沢
栄
一の
功
績
に
触
れ
る

　

貨
幣
博
物
館
と
隣
接
す
る
日
本
銀
行

本
店
本
館
の
場
所
に
は
、
江
戸
時
代
に

日
銀
通
り
を
隔

て
て
並
ぶ
貨
幣

博
物
館
を
訪
ね

ま
し
た
。
主
任

学
芸
員
の
関
口

さ
ん
の
案
内
で

展
示
室
に
向
か

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

館
内
に
は
、「
金
座
絵
巻
」
と
い
う
金
貨

暮
ら
し
に
密
接
す
る
貨
幣
の
歩
み

　

昭
和
57
年
に
発
行
が
始
ま
っ
て
以
来
、

3
代
目
と
な
る
新
５
０
０
円
硬
貨
が
令

和
3
年
11
月
に
発
行
さ
れ
ま
す
。
白
銅

な
ど
を
加
え
た
２
色
構
造
に
な
り
、
偽

造
対
策
が
強
化
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
毎

日
使
っ
て
い
る
の
に
知
ら
な
い
こ
と
も

多
い
お
金
の
歴
史
や
仕
組
み
を
知
る
た

め
に
、
今
回
は
、
日
本
橋
三
越
本
店
と

金
貨
を
製
造
す
る
機
関
で
あ
っ
た
金
座

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
金
座
の
近
く

に
は
両
替
商
や
商
店
が
集
ま
り
、
盛
ん

に
商
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

両
替
商
で
使
わ
れ
て
い
た
天
秤
や
分
銅

（
お
も
り
）
の
展
示
を
見
な
が
ら
、
関

口
さ
ん
か
ら
「
分
銅
は
銀
行
の
地
図
記

号
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
興

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
と
、
お
金

に
対
し
て
今
ま
で
も
ち
え
な
か
っ
た
視

点
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
は
、
明
治
4
年
に
単
位

「
円
」
が
導
入
さ
れ
て
１
５
０
年
と
い

う
記
念
の
年
で
す
。
ま
た
日
本
の
貨
幣

発
行
や
民
間
銀
行
の
創
設
に
深
く
関
わ

り
、N 

H
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
第
60
作
『
青

天
を
衝
け
』
の
主
人
公
に
も
な
っ
て
い

る
渋
沢
栄
一
が
、
２
０
２
４
年
度
に
発

行
予
定
の
一
万
円
券
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
貨
幣
博

物
館
で
は
、
渋
沢
栄
一
と
お
金
を
テ
ー

マ
に
し
た
展
示
が
令
和
4
年
1
月
16
日

ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
旬
な

テ
ー
マ
を
探
求
で
き
る
貨
幣
博
物
館
。

渋
沢
栄
一
も
暮
ら
し
、
金
座
の
置
か
れ

た
日
本
橋
界
隈
へ
の
散
歩
も
兼
ね
て
出

掛
け
る
と
、
よ
り
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る

は
ず
で
す
。

貨幣博物館
■所在地／東京都中央区日本橋本石町1-3-1（日本銀行分館内）
■電話番号／03-3277-3037（受付時間：午前9時30分～午後4

時30分まで、貨幣博物館の休館日を除く）
■最寄駅／【電車】地下鉄半蔵門線「三越前」駅（B1出口）より徒

歩1分、銀座線「三越前」駅（A5出口）より徒歩2分、東西線「日本
橋」駅（A1出口）より徒歩6分、JR「東京」駅日本橋口より徒歩8分

■開館時間／午前9時30分～午後4時30分（入館は午後4時まで）
■休館日／月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）、年末年始（12月29

日～1月4日）
　※このほか、展示入れ替えなどのため臨時休館することがあります。
■臨時休館日／12月7日～９日
■入館料／無料（20名以上は予約が必要です）
※警備上の理由から、入館受付時に、Ｘ線検査装置および金属探知機

による所持品検査を実施しております。
※所持品検査の結果、入館の際に携行をお断りする所持品については

ロッカーに保管いただくなどのご対応をお願いすることがあります。

分銅金
分銅金は、家康の遺産分けに含まれていたと推測されて
いる。金の品位は約95％、亀甲桐が刻まれるなど細かい
装飾は見応え十分。

金貨・銀貨・銭貨から藩札まで
戦国時代の金貨・銀貨などの江戸幕府が貨幣を統一
するまでに使われた貨幣、時代劇でお馴染の寛永通宝、
各藩が発行した藩札がずらりと並ぶ。

ヤップ島の石貨
太平洋に浮かぶヤップ島の石貨は、その大きさに驚く。
日常の買い物などで使われる貨幣ではなく、冠婚葬祭など
での贈答に儀礼的に使われる。
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